
調査要項 
遺跡名 ( 番号 ) 上

うわたけの

竹野遺跡
所在地 山形県最上郡大蔵村大字清水字上竹野
時代・種別 縄文時代・弥生時代の集落跡
起因事業 一般国道 458 号道路改良工事
　　　　　　（本合海 BP工区）
調査依頼者 山形県最上総合支庁建設部道路計画課
調査機関 公益財団法人山形県埋蔵文化財センター
現地調査 平成 27年６月１日から 10月 26日まで
調査面積 3,650㎡
調査担当者 専門調査研究員　菅原哲文（現場責任者）
 調査員　安部将平
　　　　　　  調査員　安達将行 
検出遺構 竪穴住居跡、土坑、柱穴、捨て場、性格不明遺構
出土遺物  縄文 土器・弥生土器・石器・石製品

上竹野遺跡発掘調査説明資料
公益財団法人　山形県埋蔵文化財センター　平成 27 年 8月 8日（土）14 時

1　調査の概要

　上竹野遺跡は、大蔵村清水字上竹野に位置
し、最上川に合流する銅

どうざんがわ

山川の左岸の段丘上
に立地しています ( 図１)。標高は 70 ｍを測
ります。主な時代は、縄文時代と弥生時代で
す。当遺跡は、土器・石器が出土する事から
古くから地元の方々に知られていました。大
正から昭和にかけて新庄市接引寺住職花車円
瑞師によって多数の遺物が収集されていま
す。その中で瓢

ひさごがた

型土器３点、鉢
はちがた

形土器１点は
弥生土器として県の有形文化財に指定されて
います。昭和 29 年には、山形大学教育学部
と最上地歴学会による本遺跡の調査が実施さ
れました。
　今回の発掘調査は、一般国道 458 号道路
改良工事にかかる事から実施されました。
3,650㎡の調査区を 1～４区に分け（図２）、
６月１日より 1～３区の約半分（現調査区）

について調査を開始し、各調査区で遺構の精
査を進めています。今後、現調査区を埋戻し
8月下旬頃から残りの調査区（1～ 3 区の残
り及び 4区）の調査を予定しています。

２　遺構と遺物

　縄文時代と弥生時代の遺構と遺物が確認さ
れました。１区では、竪

たてあなじゅうきょあと

穴住居跡 2棟（ST1・
38）、捨て場（SF2 等）、土

どこう

坑、柱穴が確認
されました。ST1 竪穴住居跡は、直径約 6m
の円形状になります。（写真 1）。住居跡の
覆
ふくど

土からは、縄
じょうもんばんきちゅうよう

文晩期中葉と考えられる土器
や石器などがまとまって出土しました（写真
2 ～４）。ST38 竪穴住居跡は、直径約 3.5m
と小型で隅丸方形状になります。住居跡の覆
土中から多くの土器や石器が出土し、後期後
葉の時期と考えられます。住居跡の中央には
石囲炉が確認されました（写真６）。
　土坑は約 30 基が確認され、遺物が出土す

るものが多く認められます。縄
じょうもんこうきぜんよう

文後期前葉（写
真７）・後

こうよう

葉・弥生時代の土器などが出土し
ています。遺物が廃棄された柱穴なども認め
られます（写真 10）。１区の捨て場からは、
縄文後期・晩期・弥生時代と考えられる土器
が出土し、少量ながら縄文前期初頭や中期中
葉の土器も認められます。
　2区は、南西部に弥生時代と考えられる小
規模な捨て場（SF3・写真９）、その北側に
は柱穴群やフラスコ状土坑（写真８）などの
土坑群が確認されました。3区は、主に調査
区北西側で弥生時代初め頃と考えられる捨て
場（SF60・写真 11）が確認されました。
　遺物は縄文土器が多く出土しています。後
期・晩期では深

ふかばち

鉢・鉢・浅
あさばち

鉢・皿・壺
つぼ

など
の器種が見られます。ST1 からは雲形文など
が施された精巧な作りの土器が出土しまし
た。弥生土器では、甕

かめ

・蓋
ふた

・高
たかつき

坏・浅鉢・壺

などの器種が見られ、高坏や壺には赤彩や漆
を塗ったと思われる痕跡が見られます。石器
は弓矢に使用された石

せきぞく

鏃、ナイフや加工具と
考えられる石

いしさじ

匙・石
せきすい

錐・石
いしべら

箆の他、植物質の
食糧を加工するための石皿・磨石・凹石が大
量に出土しました。また、装身具と思われる
２ヵ所の孔をあけた石製品なども出土してい
ます。

3　まとめ

　調査では、縄文時代後期・晩期の竪穴住居
跡が確認され、より古い時期から集落が営ま
れていたことが明らかになりました。遺構の
分布ですが、１区北半は主に縄文時代の遺構
が分布し、２・３区は弥生時代の遺構が中心
になるようです。今後、捨て場が分布すると
思われる後半の調査区について発掘を進め、
集落全体の様子を検討してゆく予定です。

図 1　遺跡位置図（1/25,000）

写真３　１区 ST1RP45 出土状況（北から） 写真４　1区 ST1RP46 ～ 50 出土状況（北から）

写真２　1区 ST1 遺物出土状況（西から）写真 1　1区 ST1 調査状況（南から）



写真 9　2区 SF3 遺物出土状況（東から）

写真 8　２区 SK9 断面（南東から）

写真 5　1区 ST38 遺物出土状況（南西から）
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調査範囲調査範囲
調査区前半（約 2,000 ㎡）調査区前半（約 2,000 ㎡）

調査区後半（約 1,650 ㎡）調査区後半（約 1,650 ㎡）
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遺跡範囲遺跡範囲

竪穴住居跡竪穴住居跡

捨て場捨て場

土坑土坑

図２　調査区概要図（1/ １,000）
写真 11　1区 SF60 遺物出土状況（東から）

写真 10　1区 SP16 遺物出土状況（東から）

写真 7　1区 ST38 遺物出土状況（南西から）

写真 12　1区 RP5 出土状況（北から）

写真 6　1区 ST38 炉跡検出状況（南から）


